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ハエトリグサのはなし 2022.02.25 

トゲのついた貝殻を開いたような独特のフォルム。ウツボカズラと並ぶ食虫植物の代表格

です。北アメリカ原産のモウセンゴケ科ハエトリグサ属。英名は Venus Flytrap、直訳す

ると「女神のハエ取り罠」葉の縁のトゲを女神のまつ毛に見立てたちょっとユニークな命

名です。2 枚貝を広げたような葉の棘に獲物の昆虫が 2 回、または 2 本以上の棘に触ると

瞬時に葉を閉じて獲物を捕らえます。これは、葉を閉じるのにものすごくエネルギーを消

費するので、誤動作を防ぐための仕組みです。その時間は約 0.5 秒。自ら動かない植物の

中で、人の目にもその動きが確認できるのはこの種類だけといっていいでしょう。捕えら

れた獲物は 10 日間ほどで葉から分泌される消化液で溶かされ養分として吸収されます。

葉は再び開いて残骸捨て、次の獲物に備えます。1 枚の葉が獲物を捕らえるのは 4，5 回。

イタズラに触ると疲弊して枯れてしまうので優しく見守ってくださいね。昆虫以外にもナ

メクジなんかも捕まえるそうです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


